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＜外来より情報提供＞

秋山　和子様～排便は2～3日に1回あるとの事。シンラック1本処方されている。次回受診日、血液検査実施するとの事。

溝越　キク様～「夜の薬を飲む事が出来ない」と話されている。どうして、薬を飲まないのか問うと「飲まなくても良い気がする」と話されている。薬を飲んでいるから、病状が落ち着　いて生活できる事、今後も夜に服薬できないのであれば朝・昼の処方にする事説明している。デイケア通所日（月・水・金）はデイケアにて朝・昼の服薬確認を行い、火・木は訪問看護時に服薬確認を行う。

田名部　浩平様～空笑、腕を上下に挙げる奇異的な行動が、しばしば見られている。主治医より、人前で行うと皆がビックリしてしまう為控える事を説明している。本人様「分かった」と話されている。他メンバーが誤解しないよう、本人・スタッフより本人様が太極拳をやっている事を伝えるようにとの指示あり。

淡路　智恵子様～コレステロール値が250と高かった為、食事に気をつける様説明している。年明けに、再検査を行う予定。

戸賀沢　潔様～主治医より、最近お酒は飲んでいるかと聞かれると「飲んでないです」と話されている。ナイトケアに、きちんと通所出来ていると話されている。

＜利用者様情報＞
村井　節子様～昨日、定時を過ぎても来所せず、こちらから電話すると「今日も腰が痛くて、今日は休んで、明日西村整形外科に行ってきます」と話されている。デイケア職員より青明舎に情報提供し、本日、青明舎職員が本人宅を訪問。本人様「鎮痛剤は昨日でなくなった。以前より良くなった為、明日からデイケアへ通所する」と元気そうに話されていたとの事。

鈴木恵美子様～先週、他者との金銭のやり取りがあった件について、昨日返済している。今後一切、金銭・物品のやり取りをしないことを約束する。今後、金銭のやり取りが見られて場合は、母様交えて面談を行うこと説明している。

澤　昌利様　～外来受診時、主治医にデイケア通所を止めたいと希望。本人様と面談を行っている。　　　デイケア通所をやめたい理由として①服薬と通院を継続して出来ている。「前に日赤通院してたときは通院も服薬も全然してなかった。今はちゃんと出来ている」と話される。②現在状態が安定している。「状態が悪くなると、家族に怒鳴ったり、外に出るようになる。今はそう言う事が無いから大丈夫だ」と話されている。③デイケアでの対人関係で疲れた。「仲のいいメンバーはいる」「何で疲れたかとか、うまく言えないし話したくない」と話される。④体力が無くて疲れる「デイケアに来るだけで疲れてしまう。デイケアにくるのが一杯一杯だ」と話している。スタッフが本人様に通所の必要性を説明するが十分な理解は得られず。父様はデイケア通所を勧めていると話されているとの事。母様は主治医、デイケアスタッフに相談してみてはどうかと話されているとの事。主治医・ご両親に通所について確認し、今後のデイケア通所について検討していく。

田名部　浩平様～外来終了後、来所するとあいさつもせず「俺が腕を挙げたりしているのは、太極拳の練習ですから」と話されている。スタッフより、人が沢山いる場所で急に太極拳の練習を始めると他者が驚く事、場所を決めて練習を行っていく事を助言している。

杉澤　恵子様～先週金曜日に他メンバーの薬との誤訳があった事、現在までに何度か服薬に関するトラブルが見られていることから、服薬カレンダーでの昼食後薬の管理から別管理とし、服薬の確認と重要性の指導を行っていく事としている。また、本日自宅から残薬を持参されており、8月31日～9月20日分で朝食後薬1包、昼食後薬2包、夕食後薬2包、就寝前薬2包持参されている。残薬はスタッフと薬局に返却している。先週本人より職員に「弟嫁が仕事に出るので、自分が家に残って甥・姪の面倒を見なければならなくなった。なので、26日からデイケアには来れません」と話していた件については、職員から家族（娘様）に電話確認したところ、甥や姪の面倒は事実と異なり本人様ではなく父様へお願いした事であると分かる。来週より、通常通り通所するとの事。

奥山　以依子様～デイケア正式利用について、顧問医よりデイケア内での様子を見てからデイケア利用を明確にするとの事。

庭野　弘樹様～外来より情報提供あり。主治医より、上肢の奇異な肢位が見られる事、上肢の関節に拘縮などの障害のある可能性も考えられる事、今後就労を希望するのであればそのことが障害になる事も考えられるとの話あり、デイケアにて状態の確認をするようにとの指示あったとの事。上肢の関節各位の関節可動域には問題見られず、運動性の障害も確認されず。また、本人様は生活上で困っている事はないと話されており、デイケアでのプログラム参加に際して支障をきたすような場面は見られていない。

田澤　正敏様～3日も排便がないと心配され話に来られる。排便の時間が決まっておらず、「朝出るようにしたい、昼だとデイケアの男性用のトイレが一つしか無いので」と話されている。スタッフより、次回の受診日に相談してみる事と、適度な水分補給・軽い運動を行うことを勧めている。

晴山　美智子様～本日9時頃退院されている。デイケアスタッフ・本人様・御両親とで面談実施している。デイケア利用目的を伺うと「就労したい」と話されている。スタッフより、その前にやらなければならない事があるのではと伝えている。今回の入院中はウォーキングを行っていたので、デイケアでもルームランナーを利用して続けたいとの事。現在、利用できるルームランナーがないため、スタッフ側での話し合いを行うことを説明する。また、連絡ノートを作成し、体重管理の為に食事の内容・体重・血圧・運動量を記入していく。1日のデイケアでの様子と、デイケアを休む時は家族に連絡ノートへ記入して頂き、なるべく本人様の出席を継続できるよう支援することとする。明日、来所された際もう一度面談を実施し、デイケアでの目標・実施内容等を明確化していく。スケジュール表を作る事で、通所日以外でも規則正しい生活を続けられるよう作成し、活用していく。

大久保康弘様～青山荘より情報提供あり。先週、当直の女性職員にラブレターを渡したり、「私の血を飲むとエイズになります」といった奇異な発言をすることがあったとのこと。本人は「テンションが高い」と自分で話しているが、幻聴などの症状変化はないとのこと。情報交換しながら様子観察していく。
